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中国・揚州住宅の変容と継承 
―社会構造と都市空間の関係― 
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This research involves the analysis of the spatial characteristics and design of Yangzhou residence, and 
through the exploration of its constant evolution. Through these researches, I hope to discover how the integrity 
of these traditional Chinese residential structures is retained while facing modernizations of the city and streets.. 
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１． はじめに 
揚子江また京杭大運河沿いに位置する揚州は、清末か
ら歴史ある伝統的な観光地として形成されつつも、徐々
に変容を遂げている。本研究は、揚州の都市住宅の空間
特性およびデザインの面で、いかに継承されながら変容
したのかを明らかにすることを目的としている。こうし
た考察を通して、とくに中国の都市住宅が持っている独
自性によって、近代化や街並みの継承を容易に受け入れ、
再生がスムーズに展開していることを指摘していきたい。 
 
２． 都市細胞の構成では  
（１）揚州住宅 
揚州にはこれまで多くの大中型住宅が存在し、その特
色は全ての住宅内に大小まちまちな中庭が配置され、居
住区の中に豊かな緑化地帯が含めっており心の和む環境
を形成している。 
住宅の平面はー般に中庭式を採用し、正面三間の大庁
を主体とする、更に正面五間に至る。同様に四間、両間
が有り、全て家の敷地により定まるが、七間もあること
になるが実際は三間を主とし、左右に両間を応接間とし
て加えたもの。 
大中型住宅の傍らに「火巷」（ひ こう）と俗称され
るのが設けられていて、これは女性親族が出入りする潜
戸であり、同様に大型住宅には二口以上が有り、またそ
れは宅内の主要な利用通路でもある。揚州の「火巷」は
蘇州の「避弄」より広くて、まっすぐ。居住者に明るく
清潔な気分を与えている。最も広い火巷を持つ屋敷は当
時に籠を乗って出入りが可能であった。 
 
（２）古代と繋がる空間性 
1)：名を残る建物 
a) 住む空間 
b)  遊び空間 
c) 繋ぐ空間 
伝統揚州住宅基本は木造煉瓦で建てられ。功能性構造
は以下により構成された。プライベート性が強い生活空
間。目上の人の寝室、夫婦の寝室、こともの寝室、お嬢
様の寝室、お客様の寝室、召使の寝室。また密室、書斎
等。とパブリックの生活空間。門庁、応接室、各広間の
庁、花庁、厨房、庭、火巷等である。 
昔一家族は一屋敷で住む時、上述の住む空間があるべ
き、しかし、中国独特な私有制から公有制に変化する制
度があった後、建物の功能性と空間性、デザイン、ある
いは建築自身の構造はどのようの変化が起こったのを問
題点として探究し、この章節で各調査地を「住む空間」、
「遊び空間」、「繋ぐ空間」の三つ分け、部分的に分析す
る。 
公有制の制度で調査地中の住民や家族は単一から複数
になっている、空間の公私性が変わり、また多く家族住
めるように、増改築がある。しかし、建物の継承は全体
からユニットになっていく。しかも建物の所有制は国家
がコントロールをしているので、一時期に居住者を屋敷
全部破壊することができない、部分的に少し変わってい
くことがあるが、全体のスケール、空間構成、デザイン、
外構えが残された場合が多い。都市や街区の連続性が継
承できたと考えられ。(図１) 
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図１漢宅玄関の増改築があるが、空間構成の継承ができる。 
 
また屋敷中の一部分の住民が建物を現代の住まい方に
あわせ、電力、水周り、ネットワーク等の設置した上で、
建物を現代的に増改築し、外構え、都市の街並みを維持
しながら、中は部分的に近代化、現代化になることがで
きる。一軒の住宅中に現代化と伝統空間構成が味わえる。 
2)：変わらない道名 
三つ調査地の配置図から見ると、屋敷中の空間構造と
屋敷全体のスケールの変化が少ないことが分かれる。外
構えの変化も少ない。したがって、建物手前の通路や、
隣の通路が従来のままを使用している。清の地図と比較、
道名も場所も変更なく、今と同じである。(図 2,3) 
 
 
図 2 周宅復元図  
 
     図 3 周宅現在図 
 
3)：時に忘れられた古城区 
揚州は古都で名を知られる、唐から古都城のスケール
と範囲は何回も変わったが、現在まで使用される地区も
ある。(図 4) 
 
 
図 4 揚州都城範囲清から現代までの変化  
 
３． 「宅」の性格 （元主人と継承者から見る揚州
住宅の継承 
三つ調査地は「庶民」「富商」「文化人・官吏」と分
け、建築の元所有者と継承者の身分、地位、権力の違い
によって、各調査地の継承方法が明らかに異なる。 
 
（１）「庶民」 
普通な市民は国家の制度の通り、建物全ての所有権を
失う、元屋敷の中に当時の家族を住める程度の部屋を配
られ、生活する。もし屋敷全体は政治的に利用されたい
場合は、自身の家屋から引っ越すしかない。所有権は当
然失う、居住権も危険である。例の「庶民」朱氏園は所
有権と居住権は両方が失った。また建物の継承者（現住
者）は建物に責任感と深い感情がないので、建物を大切
に守る気持ちが少ない。増改築がひどく、空間の継承が
あんまりできっていないと思う。 
（２）「富商」 
「富商」周扶九住宅の場合は、広い屋敷の中、周さんの
親戚は１/5 の所有権と空間を配置され、別の空間は政府
勝手に増改築し、国営宿舎として使用した。所有権と居
住権は一部分を継承できた。大金持ちの家だったので、
また建築的に研究の価値や、文化的の目的があると思う、
大きい破壊されていない。全体のスケールとデザインが
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残され、正門や外壁、外観も変わっていない。全体の空
間構成は継承だれた。(図 5) 
 
図 5 周宅所有権示す図 
 
（３）「文化人・官吏」 
「文化人・官吏」漢蘆は屋敷の半分以上の所有権を持つ、
現在屋敷の中、一つ家屋は空家だった、それ以外現住民
は全部元主人の子孫や知り合い人であり、三つ調査地中
一番スケールが小さい屋敷が、伝統住宅の空間性、プラ
イベート空間、中庭空間、火巷により、屋敷中で通行す
る繋ぐ空間まで、うまく継承だれたと考えられ。また元
所有者は文物保護局の委員だった。現在「漢蘆」は揚州
市の保護対象として、政府の関係者は何回も修理や検査
に来る。現在の居住者は「漢蘆」を先祖の財産として、
文化人の子孫としての誇り、素質があるから、この建物
を守る気持ちが高い。雑居の屋敷より、空間構成の継承
がよい。現在の居住者は一家族ではないけど、勝手な増
改築がない、水周り等の建設は住民を相談し、統一に設
置した。建物への害が最小権である。 
 
図 6 漢宅の所有権示す図 
歴史都市揚州の古城区中の伝統住宅の大部は「富商」
「文化人・官吏」の屋敷、元所有者の金銭と権力は建物の
継承に有利な条件を与えたと考えられ。 
４． 運命の輪廻 （揚州住宅の継承の時代性） 
時代による継承方の多様化 
国家規制の進化と住民思想の変化 
 
1955 年に中国共産党中央委員会が公布した「現在の都
市私有家屋の基本状況及びその社会的改造に関する意
見」によって、すべての土地は国有化とされた、土地だ
けではなく、その土地で建てられたすべての建物は国有
化とされた。この制度により、建物への所有権と居住権
が国家指導により、大きいな変化が行った。国家や揚州
市政府保護により、一部分伝統揚州住宅が観光地、レス
トラン、商業施設になり、正統な修復や継承ができた。
一方、今揚州にまたたくさんある揚州住宅は普通の民居
として使用しているのが多い。国の指示により、プライ
ベートな屋敷はさまざまな人間たちを入り込むことにな
った、これらの空間構成の継承は国家的な伝統保護建築
と違う、多少増改築され、雑居している様子が多い。 
そして近年、揚州人は伝統建築に興味が高まっている
ので、揚州政府は伝統住宅の居住権とかをオークション
等の形で民間に出す、また現在の公房中の居住者の変更
で、もっと伝統に関心が高い人を住ませるようになる。
再び伝統揚州住宅の中に住む人が多くなった。また「富
商」「文化人・官吏」のような屋敷を持つ住民は、自分
から修理代出す、屋敷を修復する人が多くなってきた。 
 
５． 結章 
国の制度、また揚州的な社会構造により、一つ屋敷中
の継承範囲は全体からユニットになった揚州住宅、うま
く継承された空間構成、外構えで、近代化、現代化にな
りながら、都市空間の歴史性や街並みが継承していると
いえるだろう。 
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